
新型コロナウイルス感染症の宣言等の経過入り
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★R1.10月～R2.2月の
平均：1,609人

★R4.1～5月の平均：1,110人
【約31％減】
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▲ 5,742千円▲ 7,545千円
▲ 11,362千円

▲ 15,857千円

▲ 24,163千円

▲ 16,186千円
▲ 17,208千円

▲ 22,175千円

▲ 26,140千円
▲ 34,151千円

▲ 40,801千円▲ 45,000千円
▲ 40,000千円
▲ 35,000千円
▲ 30,000千円
▲ 25,000千円
▲ 20,000千円
▲ 15,000千円
▲ 10,000千円
▲ 5,000千円

0

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2

収支（各年度の赤字額）

★令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、利用者数が大幅に減少

２ 各年度の収支 及び 利用者数の推移
（さんぽまち・東部線）

令和元年9月30日までは路線再編前の北広島団地線
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３ 収支の実績と推計 （さんぽまち・東部線）

運行年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

①収入 93,173千円 92,889千円 92,065千円

②支出 110,381千円 115,064千円 118,205千円

差引(①-②) ▲ 17,208千円 ▲ 22,175千円 ▲ 26,140千円

運行年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
(推計)

①収入 87,748千円 60,708千円 55,217千円

②支出 121,899千円 101,509千円 97,811千円

差引(①-②) ▲ 34,151千円 ▲ 40,801千円 ▲ 42,594千円

3



４ さんぽまち・東部線 （対応策の一覧）

（１）バス路線を単純化（利用の少ない部分を走行しない場合）・・・・5P

① 循環線の北広島市役所より東部側の廃止

② 循環線の中央商店街、北広島高校側の廃止

③ 循環線の美沢ＳＣ、広葉交流センター側の廃止

④ 17時以降のさんぽまち循環線を片道運行へ

(駅行きを廃止し、山手町４丁目行きのみへ)

（３）朝晩のみバス運行する場合・・7P

（４）朝晩のみバス運行 ＋
昼間デマンド交通にする場合・・8P

（５）他事業者の参入の検討・・・・9P

（２）車両を小型化する場合・・・・6P
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（１）バス路線を単純化（利用の少ない部分を走行しない場合）
メリット デメリット

・路線が単純化でき、わかりやすくなる。
・利用者が多い部分に注力し、利便性が向上
・目的地への所要時間が短くなる。

・少数でも廃止部分の利用者はいる。

廃止部分のパターン案
乗降延べ
利用者数

/日

(ア)
経費削減額

/年

(イ)
運賃収入
影響額/年

(ア)ｰ(イ)
赤字削減
見込額/年

① 循環線の北広島市役所
より東部側

40～50人 8,000千円
(18,000km減) ▲ 3,000千円 5,000千円

② 循環線の中央商店街、
北広島高校側

10～20人 4,000千円
(8,000km減) ▲ 1,000千円 3,000千円

③ 循環線の美沢ＳＣ、
広葉交流センター側

10人以内 7,000千円
(15,000km減) ▲ 400千円 6,600千円

④ 17時以降のさんぽまち循
環線
(駅行きを廃止し、山手町
4丁目への片道運行へ)

5～15人 11,000千円
(25,000km減) ▲ 800千円 10,200千円

乗降延べ利用者数：「廃止パターン」内の停留所で、乗車又は降車した延べ人数(1日当たり)

４ さんぽまち・東部線 （対応策）
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（２）車両を小型化する場合
メリット デメリット

・道路が狭い冬でも走行しやすくなる。 ・経費が増える。
・朝用と昼用の車両を２重に揃える必要がある。
・乗客同士の距離が近くなる。(狭くなる)
・座席数が減る。

★(ア) 車両購入に係る費用は、現在の車両で15,000千円かかっているため、純増経費額として積算

★(イ) 人件費の増額は、②の全便小型化に伴って、朝の利用者数に対応するために追加で２台(現在４台)、

必要になることに伴う運転手分の経費として算出

★(ウ) 燃料費の削減額は、・現在の車両：３.５ｋｍ/ℓ

・小型バス車両：６ｋｍ/ℓ で計算し、約１.７倍の燃費向上になる計算で算出

４ さんぽまち・東部線 （対応策）

パターン案
(ア)

車両購入に
係る費用/年

(イ)
人件費の増
額/年

(ウ)
燃料費の
削減額/年

(ア)+(イ)+(ウ)
経費増加
見込額/年

① 昼間のみ車両を
小型化 (３台)

12,000千円 -千円 ▲1,700千円 10,300千円

② 全便の車両を
小型化 (６台)

9,000千円 11,000千円 ▲3,000千円 17,000千円

現在の年間バス運行経費額101,509千円に、プラスで増加する経費額
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（３）朝晩のみバス運行する場合
メリット デメリット

・通勤通学者は、引き続き、バス利
用できる。

・昼間のバス利用ができず、タクシーや徒歩になる。
・利便性が著しく低下する割に赤字額が大きい。
・利用者が大きく減り、更なる赤字拡大が見込まれる。
・朝晩のバス事業者の協力を得られない可能性がある。(撤退)

① 2,800千円
(黒字)

４ さんぽまち・東部線 （対応策）

(千円) R3乗客平均
/日(人)

収入
案分率(％)

6時台 6 4,000 3,500 62.1 5.7% ▲ 500
7時台 7 5,400 7,200 129.2 11.9% 1,800
8時台 5 5,400 6,900 123.4 11.4% 1,500
9時台 3 7,600 3,100 55.4 5.1% ▲ 4,500

10～11時台 6 15,200 8,800 157.6 14.5% ▲ 6,400
12～13時台 6 15,200 7,300 130.4 12.0% ▲ 7,900
14～15時台 6 13,500 5,400 97.8 9.0% ▲ 8,100
16～17時台 11 14,800 8,200 147.9 13.6% ▲ 6,600
18～19時台 8 13,600 7,900 140.7 12.9% ▲ 5,700
20～21時台 4 5,400 2,200 37.9 3.5% ▲ 3,200

22時台 1 1,400 200 4.4 0.4% ▲ 1,200
総計 63 101,500 60,700 1,086.7 100.0% ▲ 40,800

時間帯 便
数

経費/年
(千円)

収支/年
(千円)

　運賃収入額/年

② ▲16,700千円
(赤字)

★時間帯ごとの収支の表

①＋② ▲13,900千円
(赤字)
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（４）朝晩のみバス運行＋昼間デマンド交通にする場合
メリット デメリット

・通勤通学者は、引き続き、バス利
用できる。
・昼間はデマンド交通により、利便
性向上の可能性がある。(待ち時間、
対象範囲、乗降場所の利便性向上)

・通勤通学者の帰宅時間がデマンド交通の時間帯の場合は、
定期券を購入できないことや、通勤手当の対象外となる。
・アプリを使えない方は、毎回電話しなければならない。
・決済方法が異なる(ＩＣカードなど)。
・朝晩のバス事業者の協力を得られない可能性がある。(撤退)
・昼間の目的地への到着時間が流動的
・利用者同士の距離が近くなる(狭隘) ・タクシーとの競合

４ さんぽまち・東部線 （対応策）

★９～１５時台をデマンド交通化へするパターン(それ以外の時間をバス運行)

デマンド交通に要する経費
区 分 内 訳

収入 43,000千円 運賃収入 43,000千円
支出 88,000千円 運行(運転)、ｺｰﾙｾﾝﾀｰ委託費(燃料費含む。) 76,000千円

車両購入に係る費用(ワンボックス８台) 9,000千円
システム(アプリ)利用料 3,000千円

差引(収支) ▲ 45,000千円

差引(収支)+赤字額▲58,900千円

バス運行の赤字額
赤字額(詳細は、前ページ参照) ▲ 13,900千円

8



（５）他事業者の参入の検討
メリット デメリット

・別の視点からの経営戦略の期待 ・利用者の不安
・広域バス路線(広島線「福住駅行き」など)への
悪影響と、異なる決済方法による混乱

４ さんぽまち・東部線 （対応策）

パターン案

① 参入事業者の公募

② 他事業者への個別の打診

③ サウンディング型市場調査
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